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副査 喜納育江

匡翠 叫言 ＼
学位（博士）綸文審査の結果報告書

このたび、博士論文審査委員会として、学位論文の審査を終了しましたので、その結果

について、下記の通り報告します。

記

学籍番号 学生氏名 安元悠子

人文社会科学研究科 比較地域文化専攻
主指蒋教員

副指導教員

成績評価 l学位論文 怪匝

石原昌英

宮平勝行・喜納育江

不合格

論文題目

審

査

要

旨

琉球諸語の喪失と活性化をめぐる言語イデオロギー一言語バイオグラフ

ィーの質的分析を通して

令和4年］月］8日に副査の統括のもとで学位論文審査を実施した。 ~ 

本博士論文は、消滅の危機に瀕している琉球諸語に関して実施したイン

タピュー調査のデータを三つのテーマに分け、個々のインタビューデータ

をSCAT(Steps for Coding and Theorization)を用いて分析したもので

ある。三つのテーマの調査協力者は、 1)第2章：琉球諸語の復興への貢

献が期待される国語教員経験者3名、 2)第3章：先島地区の出身で、島外

への移動に伴う言語シフトを経験した者2名、 3)第4章：論文執筆者を含

め、ニュースビーカーとして、琉球諸語の継承に関心を持ったり、実践活

動に取り組んだりしている者5名、である。言語イデオロギー、言語アイ

デンティー等の理論及びSCAT、オートエスノグラフィー等の方法論に関

する先行研究を読みこなし、それらを援用し、インタビューデータを、琉

球諸語の衰退と復興に関する個人の経験、言語意識、言語行動に焦点を当

てて分析している。最終的には 「言語を喪失した当事者、そして活性化に

向き合う当事者が、それぞれの言語レパートリーにおける「言語的力関係

」を根底から見直し、社会的な言語の階層性に拠ることなく「複数のこと

ば」の並存を個人の中に認めることによって、支配の正当性となる言語へ

ゲモニーに対抗しうる」 と結論づけている。

本研究の特徴は世代、立場、経験の異なる沖縄県出身者の言語意識、言

語行動に関連する葛藤 ・ジレンマと調整の構造をSCAT分析により明らか

にし、その構造を言語イデオロギー・言語アイデンティティの観点から論

じたところにある。本研究の成果は、琉球諸語の再活性化について、理論

面から一定の貢献をすることが期待される。

以上のことから、学位論文審査会は、本博士論文が博士の学位論文に値

すると判断する。
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最終試験の結果報告書

このたび、 hyl：論文審杏委員会とし て、最終試験を終 J”しましたので、その結果につい

て、 卜記の通り報告します，

記

学生番号 学生氏名 安元悠•(•

人文社会科学研究科 比較地域文化 f•Ii攻
jオ詞教員 石原 1叫英

副指沿教員 ‘！打、1;．勝行・喜納而l:

成禎評価 I最終試験 匝國 ィ＜合格

副査喜納育iI教授の総括(})もとで、 lj・I諮のあった博1論文の内容とそ

れに関連する授業科11について 1」頭による最終試験を行った。 本論文題

Hは、 「琉球語語の喪失と括性化をめ ぐる ば語イデオロギー一汽語バイ

結

果

要

旨

オグラフィーの質的分析を辿して」であるe 以 1：：リ） 二..点を軸に試験を行

ったC まず、 II頑試問での関連質問を行し、、本論文が学位の水準に達し

ているか審査した。次に、本論文に関連する晶礎的な専門知識や自らの

論文の研究 I--:．の位鹿づけを問l,、研究 l・.o)氏献につlヽ て質間したし そし

て、本論文で取り 1--:．げた研究分野に「関係する授業科 1~1 「言語政策特論J

「言語政策油皆」などの視、点から、学位に相応しし、研究能力とその学識

を有しているか審脊したく以 lこの点から、本審杏委員会ぱ、本論文に加

え、その分野における学イ立の水準に達していると認め、最終試験を合格

．と判断した。
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